













＊ 表題の原文は、Des Chartes-parties,Affretemens,ou Nolissemensと列挙されている。
前二者は大西洋沿岸で、後者は地中海沿岸で、いずれも船舶の雇入れを意味する語として用
いられており（Valin, tome 1, p. 583.）、その意味では特に訳し分けないで「傭船契約」と
した。また、Chartes-partiesは、Affretemens（＝Affre?tements）のための証書（書面）
をいうこともあり（L’auteur anonyme, p. 508.の解説、本章第１条［266］および第３条
［268］を参照）、場合により傭船契約書と訳した。











































































＊ 原語は Du Fret ou Nolisであるが、前者が大西洋沿岸、後者が地中海沿岸で、いずれも





＊＊ １トン（2000de pesanteur）は20キンタル（1キンタル＝100de pesanteur）に相当す
る。海事トンが42立方ピエで換算されることについて、第２編10章５条［264］を参照（v.
Valin, tome 1, p. 606.）。もっとも、船長が多数の個人から運送品を集める運送を、大西洋








































































































































































































＊ 原文は、Des Contrats a?grosse avanture,ou a?retour de voyageである。ここでは冒険
貸借契約と一語で訳した。























































































＊ ここでの原語である Police d’assu?ranceまたは単に Policeという場合、保険契約および
保険証券の双方を意味する。本試訳では、原則として「保険契約」の訳語を当てているが、
出現した状況に合わせて「保険証券」としたところもある。







































































































































＊ 本条において２倍の保険料（double prime;d’en payer le double）というのは、被保険
者がすでに保険料を支払っているときは再度同額を支払うことを意味し、保険者について






















































































































































＊ 単純海損・単独海損の原語はAvaries simples et particulieresである。また、大海損・





































































































































































































































































































































































＊＊ 原語は deux poinçons d’eauである。poinçonの訳語の手がかりとしては、Grand Lar-
ousse encyclope?dique en dix volumesのこの項目に―Me?trol.Anc.mesure de contenance
 
pour les liquides,dont la capacite?a? varie?.との解説がある。ここでは「計量升」をいう
が、干満のある港での干潮時にも水の準備を必要とするとの本条の趣旨から、mesureの語






















































































































































































































































































＊ 原語は le feu au fanalであるが、当時は船尾の最頂部に設置した大きなランタンを意味
していたとの指摘から（L’auteur anonyme,p.414.）、ここでは船尾灯と訳した。
















































































































































































































































＊ 原文はMarguilliers ou Tre?soriersである。これらは同義であり、前者はパリなどで用い
られ、後者はノルマンディーなどで用いられた呼称であって（L’auteur anonyme,p.448.）、
ここでは聖堂区財産管理者と訳した。
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